








    1＝（1，1，．．．，1）’
    伽（2）：ニュートン方向のベクトル
    ac（z）：センター方向のベクトル．
4．3で求まったam（z），ac（z）とメリット・ファンクションを用いてα，βを決める．但し，
 ト・ファンクションは，




   プレイソ・ゴールデン・セクション・サーチを用いて，メリット・ファンクションを近似的に最
  小化するようだα，βを求める．ブ十1番目のステップで，zは次のように表わされる．








                代数幾何学的コード理論




               D＝ΣR， RはCの相異なる点
                 ｛三1
              G＝Σα5ρゴ， α5∈Z， Q5∈0（凡）
                5＝1
とする．
                ρ（一0－G）＝r（C，ρ1（D－G）），
                  ム（G）＝r（0，グ（G））
 122             統計数理 第38巻 第1号 1990
をそれぞれ因子D－Gから決まるC上の一次微分形式の線型系，因子Gから決まるC上の有理関数の
線型系として，線型写像⑫，Ψを
         の：9（D－G）一一一一→  F8
             ∪                ∪
             ω   ←一一一→（ResP1（ω），．．．，ResP”（ω））
         Ψ1工（G）  →  F8
             ∪               U
             ！  H（！（P、），．．．，！（P。））
とし，さらに9（D，G）＝Im⑫，工（D，G）＝ImΨとおく．
 定理（GopPa）．Cの種数をeとする．
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 フランスにおけるデータ解析（Ana1ysedesdom6es）と，それに関連した統計ソフトウェアの動向に
ついて報告した．フランスでは米英とは異なるデータ解析研究の進展が見られるのであるが，これにつ
いて国内で知る機会は乏しく，断片的に情報を得ることはあっても，その全体像を掌握することには困
難があった．フランスでは，J．P．Benzεcriを源流とするいわゆるデータ解析の研究者集団があるが，こ
れら研究者達の関心は主に，①対応分析法（Ana1ysefactorie11edescorrespondances：AFC），②自
動分類法（C1assiication automatique）などの研究とそのソフトウェア開発にある．とくにAFCは数
量化法第m類と同等の方法として知られるが（その導出，登場の思想的な背景には大いに差異があるが，
数理的には同等），これについての種々の解析的な検証の段階を経て，最近は他の関連手法との関係を調
べるたどの研究が広く見られるようになってきた．その主な研究方向を整理すると，①各種の類似手法
の統一化（特異値分解等により統一すること），②2元表の解析から多元表（multiway－tab1e）への一般
化，③分割表の各種連関性指標との関連性（Goodman－Krusca1，Gram－Wi11iamsのPartia1τ係数た
